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１. 執筆上の注意事項 

  

（ａ）以下の点に留意し執筆されたい．  

 （1） 原稿は任意のＡ4 判の用紙で１枚 25 字×24 行で作成する． 

     これが４枚で刷り上がり１ページ（約 2,450 文字）となる． 

 （2） 編集時に赤字を入れるので，行間及び周囲の余白を広くとること． 

 （3） 原稿提出にあたっては，必ず電子ファイル，または，ハードコピーの控えを手元に保管すること． 

（4） ハードコピーと共に，フロッピーディスク，MO，CD，メール(ess-freview-service@mail.ieice.org)等で電子フ

ァイルを送付するこ と． 

（5） 電子ファイルを送付する際には，必ず以下を明記すること． 

   ① OS 名とバージョン 

② ワープロソフト名とバージョン 

 ③ 図を作成したソフト名とバージョン 

    （例）Windows 2000 Word 2000， 

Adobe Illustrator ver.10 

     注１）文字コードはシフト JIS コードとする 

 （ｂ） 記事の種類，標題，会員・非会員の別，氏名及び勤務先・所属（なるべく詳しく）を原稿第１ページに和・英両文

で記すこと． 

    第２ページ以降を本文とする． 

（ｃ） 用語解説 専門外の会員に理解困難と思われる用語・略語については努めて用語解説をつけること． 

    なお，編集委員会で閲読の結果，必要と思われる用語・略語については用語解説の執筆を依頼する． 

（ｄ） 文体は，口語文章体とすること 

（ｅ） 原則として「常用漢字」を用い，仮名は「新仮名づかい」とすること（付録 A）． 

（ｆ） 数字，ローマ字，ギリシャ文字，ドイツ文字などは特に明りょうに（大文字，小文字，上つき，下つき,イタリック

体の別など）記載すること． 

（ｇ） 句読点は「．」及び「，」を用い，それぞれ１画を用いること． 

（ｈ） 用語は，原則として， 

①文部科学省「学術用語集電気工学編」， 

②本会編「改訂電子情報通信用語辞典」， 

③「エンサイクロペディア電子情報通信ハンドブック」 

を参照のこと． 

（ｉ） 量記号・単位記号の略号（SI）及びシンボルは，原則として「電子情報通信ハンドブック」記載のものを用いるこ

と． 

（ｊ） 本文中に用いる記号には必ず説明をつけること． 

（ｋ） 図中に用いる文字は日本語とする． 

（ｌ） 図面の説明：すべての図面には，図の番号・ネームのほかに，2～4 行の説明を付し，それだけで理解できるように

する．説明文は，本文と重複してもかまわない． 

（ｍ） 下記に該当する図表，写真は避けること． 

 （1） こすって消えるもの 

 （2） 不鮮明に複写されたもの 

    （3） 記号や線が専門家でない人が見て判断しにくいもの 

      なお，図面は刷り上がり寸法の 2～3 倍の大きさに書くこと．図，表，写真の挿入箇所を原稿用紙の右欄外に明

記すること． 

（ｎ） 図表，写真を他の図書，雑誌などから引用する場合は，その著者及び出版社の了解を得た上，原稿を送付願いた

い． 

（ｏ） ページ計算：ページ計算は下記を目安として頂きたい． 

     13 級組（９ポ） 



      本文は 2,450 文字（25 文字×49 行×2段）で刷り上がり１ページとなる（ただし，見出し部分，著者紹介，図面

等を含む）．写真，図表は４図程度で刷り上がり１ページとなる．文献は 20 編程度で刷り上がり 0.5 ページと

なる． 

  （ｐ） 文献の書き方 

     （1） 文献は以下の形式により作成すること． 

（2） 本文中に引用する順番に並べること． 

（3） 著者が複数の場合も，全著者の氏名を記入すること． 

（4） 論文標題中の単語については，文頭以外は小文字を使用すること． 

（5） 雑誌名は，付録Ｂの「学術雑誌略語表」に従って略語で記すこと． 

・雑誌 

（１）著者名，“標題，”雑誌名，巻，号，pp．をつけて始め-終りのページ，月（英語）年． 

         （１）山上一郎， 山下二郎，“パラメトリック増幅器，”信学論（B），vol.J62-B, no.1, pp.20-27，Jan. 1979． 

（１）W.Rice, A.C.Wine, and B.D. Grain, “Diffusion of impurities during epitaxy,”Proc.IEEE,vol.52,no.3,pp.284-290,March1964. 

・著書，編書 

（２）著者名，書名，編者名，発行所，発行都市名，発行年． 

（２）山田太郎，移動通信，木村次郎（編），pp.21-41，（社）電子情報通信学会，東京，1989. 

（２）Handbook of Sensory Physiology,M.G.F. Fuortes,ed.,Springer-Verlag, Berlin, 1972. 

・著書の一部を引用する場合 

（３）著者名，“標題，”書名，編者名，章番号または pp．をつけて始め-終りのページ，発行所，発行都市名，発行年． 

（３）山田太郎，“周波数の有効利用，”移動通信，木村次郎（編），pp.21-41，（社）電子情報通信学会，1989. 

（３）H.K.Hartline,A.B.Smith,and F.Ratlliff,“Inhibitory interaction in the retina,”in Handbook of Sensory  

Physiology,M.G.F. Fuortes, ed., pp.381-390, Springer-Verlag, Berlin, 1972. 

・国際会議 

（４）著者名，“標題，”会議名，no.をつけて論文番号，pp．をつけて始め-終りのページ，都市名，国名，月（英語）年． 

（４）Y. Yamamoto and K. Igeta, “Micro-cavity semiconductors with enhanced spontaneous emission,”Proc. 16th European  

Conf. on Opt.Commun., no. MoF 4.6, pp.3-13, Ams-terdam. The Netherlands, Sept. 1990. 

・国内大会，研究会論文集 

          （５）著者名，“標題，”学会論文集名，分冊または号，no．をつけて論文番号，pp．をつけて始め-終りのページ，月（英語）年． 

          （５）川上三郎，川口四郎，“紫外域半導体レーザ，”1995 信学総大，分冊 2,no.SB2-1, pp.20-21, Sept. 1995. 

・国の報告書，編書 

          （６）発行機関（編），書名，発行年． 

          （６）文部省（編），中学校指導書 数学編，平成元年． 

         雑誌名の略語については付録を参照のこと．一般に公開されない文献，例えば，委員会報告，社内報告な

どを文献として引用するのは適当でない. 

 

2． 著 作 権 

 

 １．掲載される記事の著作権及び電子的形体による利用も含めた包括的な著作権も原則として本会に帰属し，その運用方法

は次のとおりである． 

   （ａ） 著者自身が自分の記事を複製・翻訳・翻案などの形で利用することは差し支えないし，また，本会はこれに対

して異議申立てをしたり，妨げることはしないが，翻訳利用，及び記事を全面的あるいは大部分他の著作物に利

 



用する場合には，その旨本会（事務局）に申し出るとともに，出典を明記されたい． 

        また，一部分を利用する場合には，文献あるいは図説の下に出典を明記すること． 

   （ｂ） 下記のような特別な事情で著作権の本会への帰属が困難な場合には，著者と本会の間で別途協議するので申し

られたい． 

      （1）大会の特別講演記事などで，特に著者が著作権の移転を望まない場合． 

      （2）記事内容が，著者個人のみでなく，著者の所属する機関などにかかわるもので，著作権の帰属に関し，所属

機関の了承が得られない場合． 

 以上の方針を御了承頂いた上で記事原稿を作成されることを希望します． 

 ２． 他誌から本誌に引用される場合は，次のことに十分留意されたい． 

         （ａ） 引用する文献の著作権に十分注意されたい． 

         （ｂ） 図面・表・写真を他の図書，雑誌などから引用する場合には，事前に，その著者及び出版社の了承を得ら

れたい． 

 

3. そ の 他 

 

 （ａ） 原稿の送付先 

            〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 103 号 

        （社）電子情報通信学会 基礎・境界ソサイエティ誌（FR）担当 

E-mail:ess-freview-service@mail.ieice.org 

  

（ｂ） 正誤 著者から正誤の申し出があった場合には原稿と対照し，誤植と原稿訂正との別を明らかにして最近号に掲載

する． 

 （ｃ） 必要な場合には「著者紹介」のための写真，略歴をお願いする． 

  

 



付録Ａ 常用漢字表・送り仮名について 

 

 平成 22 年 11 月 30 日の内閣告示に，常用漢字表が示された．これは，法令・公用文書・新聞・雑誌・放送など，一般社会

生活で用いる場合の，効率的で共通性の高い漢字を収め，分かりやすく通じやすい文章を書き表すための漢字使用の目安を示

しています． 

 本会としては，この目安を準用し，以下にその基本の概略を示します．                  （平成 22 年 12 月編集連絡会） 

 

 

Ⅰ 原則「内閣告示により許される範囲で，漢字を使用し，

送り仮名も省略する」という方針に基づき細部の具体例に

おいては，極力例外を少なくすることとした． 

  イ．「常用漢字表」に，その漢字の音・訓が示されてい

るものは，後に定める以外は，努めて漢字を使用する． 

  ロ．送り仮名については，従来の「改定送り仮名の付け

方」による． 

 

 

Ⅱ 具体例 （常用漢字表にその音訓があるものを漢字と仮

名とに使い分けるもの) 

 

 １．代名詞（漢字で書くもの） 

  彼，何，僕，私，我々，誰 

 

 ２．副詞・連体詞（漢字で書くもの） 

  必ず，少し，既に，直ちに，甚だ，再び，全く，最も，

専ら，余り，至って，大いに，恐らく，必ずしも，辛う

じて，極めて，殊に，更に，少なくとも，全て，絶えず，

互いに，例えば，次いで，努めて，常に，初めて，果た

して，割に，概して，実に，切に，大して，特に， 

突然，無論，明くる，大きな，来る，去る，小さな， 

我が（国），僅か 

 （仮名で書くもの） 

  かなり，ふと，やはり，など，よほど 

 

 ３． 接頭語「御」は，後に付く語が常用漢字で使える場

合には漢字で書き，使えない場合には仮名で書く． 

  ［例］ 御案内，御挨拶，ごべんたつ， 

ごもっとも 

 

 ４． 接尾語は原則として仮名で書く． 

  ［例］ 惜しげ，偉ぶる，弱み，少なめ，私ども 

 

 ５． 接続詞 

5.1 接続詞は，5.2 に定める以外は原則として仮名で書

く． 

  おって，かつ，したがって，ただし，ついては， 

ところが，ところで，また，ゆえに，または 

5.2 次の接続詞は原則として漢字で書く． 

  及び，並びに，若しくは，更に 

 

 ６． 助動詞及び助詞 

   助動詞及び助詞は仮名で書く． 

  ［例］ ない（現地には行かない） 

      ようだ（それ以外に方法がないようだ） 

      ぐらい（二十歳ぐらいの人） 

      だけ（調査しただけである） 

      ほど（三日ほど経過した） 

 

 ７． 次のような語句を，（ ）の中に示した例のように

用いるときは，原則として，仮名で書く． 

  ［例］ こと（許可しないことがある） 

      とき（事故のときは連絡する） 

      ところ（現在のところ差し支えない） 

      もの（正しいものと認める） 

      とも（説明するとともに意見を聞く） 

      ほか（特別の場合を除くほか） 

      ゆえ（一部の反対のゆえにはかどらない） 

      わけ（賛成するわけにはいかない） 

      とおり（次のとおりである） 

      ある（その点に問題がある） 

      いる（ここに関係者がいる） 

      なる（合計すると１万円になる） 

      できる（誰でも利用ができる） 

      ……てあげる（図書を貸してあげる） 

      ……ていく（負担が増えていく） 

      ……ておく（通知しておく） 

      ……てくる（寒くなってくる） 

      ……てしまう（書いてしまう） 

      ……てみる（見てみる） 

      ない（欠点がない） 

      ……てよい（連絡してよい） 

      ……かもしれない（間違いかもしれない） 

      ……にすぎない（調査だけにすぎない） 

      ……について（これについて考慮する） 

 

 ８． 例外として｢…できる｣｢…できる限り｣は，仮名書き

5 



とするが，「出来心」，「出来高」，「出来上がり」は，漢

字で書く． 

 

 ９． 常用漢字表に外れた漢字を用いた言葉． 

9.1 仮名書きにしても誤解の起こらない次の言葉は仮名

で書く．この場合，仮名の部分に傍点を付けることは

やめる． 

［例］ 以って→もって 

     此→この 

     之→これ 

     其→その 

     為→ため 

     等（ら）→ら  

9.2  仮名書きにする際，単語の一部分だけを仮名に改め

る方法は，できるだけ避ける．ただし，漢字を用いた

方が分かりよい場合はこの限りでない． 

あへん煙，あて名，ちんでん池，ほうろう鉄器 

9.3  常用漢字表にない漢字を用いた専門用語等であっ 

て，他に言い換える言葉がなく，しかも仮名で書くと

理解することができないと認められるようなものにつ

いては，その漢字をそのまま用いて初出時にのみ振り

仮名を付ける． 

［例］  藺
い

， 蛾
が

, 禁錮
こ

 

 

10. 常用漢字表にあっても，仮名で書くもの 

  虞→おそれ 

  且つ→かつ 

  従って（接続詞）→したがって 

  但し→ただし 

  但書→ただし書 

  外→ほか 

  又→また（山また山） 

  因る→よる 

 

11. 特定の語については，表記の慣習を尊重して次のよ

うに書く． 

   ［例］ 動詞の「いう（言）」は，「いう」と書く． 

ものをいう（言），いうまでもない，昔々あっ

たという，どういうふうに，人というもの，

こういうわけ 
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付録Ｂ 学術雑誌略語表 

1. 邦 文 雑 誌 

 

略      語 雑     誌     名 

信学誌 電子情報通信学会誌 

信学論（A） 電子情報通信学会論文誌 （A） 

信学技報 電子情報通信学会技術研究報告 

昭 60 信学総全大 昭和 60 年電子情報通信学会総合全国大会講演論文集（昭和 51 年～62 年） 

昭 61 信学△△全大 昭和 61 年電子情報通信学会△△部門全国大会講演論文集（昭和 51 年～62 年） 

昭 63 信学○季全大 昭和 63 年電子情報通信学会○季全国大会講演論文集 

1990 信学春季全大 1990 年電子情報通信学会春季全国大会講演論文集（1989 年～1991 年春季全大） 

信学 '92 春大 1992 年電子情報通信学会春季大会講演論文集（1992 年～1994 年） 

信学 '93 秋大 1993 年電子情報通信学会秋季大会講演論文集（1991 年～1994 年） 

1995 信学総大 1995 年電子情報通信学会総合大会講演論文集（1995 年～） 

1995 信学ソ大（基礎・境界） 1995 年電子情報通信学会ソサイエティ大会（基礎・境界）講演論文集（1995 年～） 

FIT2002 20XX 年情報科学技術フォーラム講演論文集（情報・システムソサイエティ 2002 年～） 

信学通誌 電子情報通信学会通信ソサイエティマガジン 

信学 FR 誌 電子情報通信学会基礎・境界ソサイエティ Fundamentals Review 

平２ 連大 平成 2 年電気・情報関連学会連合大会講演論文集 

平３ △△連大 平成 3 年（度）電気関係学会△△支部連合大会講演論文集 

ME 誌 医用電子と生体工学 

Med. Imaging Techol. 日本医用画像工学会（JAMIT）誌 "MEDICAL IMAGING TECHNOLOGY" 

エレクトロニクス実装学会誌 エレクトロニクス実装学会誌 

応用物理 応用物理学会誌 

第 10 回応物春季予稿集 第 10 回春季応用物理学関係連合講演会講演予稿集 

第 11 回応物秋季予稿集 第 11 回秋季応用物理学会学術講演予稿集 

オペレーションズ･リサーチ オペレーションズ･リサーチ 

音響誌 日本音響学会誌 

音響学△△研資 日本音響学会△△研究会資料 

音響論集 日本音響学会講演論文集 

化学と工業 化学と工業 

画電学誌 画像電子学会誌 

昭 60 画電学全大 昭和 60 年度画像電子学会第 X 回全国大会予稿集（～平成 2年） 

第 XX 回画電年次大会 画像電子学会第 XX 回年次大会予稿集（平成 3年～） 

計測制御 計測と制御 

コンピュータソフトウェア コンピュータソフトウェア 

情報処理 情報処理 

情処学論 情報処理学会論文誌 

情処学△△研報 情報処理学会△△研究報告 

第△△回情処学全大 第△△回情報処理学会全国大会論文集 

照学誌 照明学会誌 

人工知能誌 人工知能学会誌 

テレビ誌 テレビジョン学会誌 

テレビ学技報 テレビジョン学会技術報告 



1991 テレビ学全大 1991 年テレビジョン学会全国大会講演予稿集 

映情学誌 映像情報メディア学会誌（1997 年１月号～） 

映情学技報 映像情報メディア学会技術報告 

映情学△△研資 映像情報メディア学会△△研究会資料 

略     語 雑     誌     名 

20XX 年 映情学年次大 20XX 年映像情報メディア学会年次大会講演予稿集 

電学誌 電気学会雑誌 

電学論 電気学会論文誌 

電学△△研資 電気学会技術委員会△△研究会資料 

平３電学全大 平成３ 年電気学会全国大会講演論文集 

物学誌 日本物理学会誌 

NHK 技術 NHK 技術研究 

研実報 電気通信研究所研究実用化報告 

NTT R&D NTT R&D 

 

2. 欧 文 雑 誌 

 

略     語 雑     誌     名 
ACM Trans. ×× ACM Transactions on×× 

Acta Inform. Acta Informatica 

Acustica Acustica 

Adv. Eng. Softw. Advances in Engineering Software 

AIP Conf. Proc. AIP Conference Proceedings 

Alta Freq. Alta Frequenza 

Appl. Artif. Intell. Applied Artifical Intelligence 
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